
１．適用工種

水路の改修工事 L＝２７６．００m

B＝１．９０～３．０m（矢板幅）

この工法は土留工法としては大変特殊工法（ノ

ン・ステージング工法）である。おもに都市土木工

法として採用されている。図―１が従来工法とノ

ン・ステージング工法の比較を図化したものである。

工事概要

工事名 ：幹線水路

（市の江川副線三本松工区）工事

発注者 ：九州農政局

佐賀中部農地防災事業所

工事場所：佐賀県佐賀市高木瀬町三本松地内

工 期 ：平成１８年９月２９日～

平成１９年３月１６日

工事内容

鋼矢板水路工 L＝２７１．００m

鋼矢板圧入�W型（標準工法）

L＝７．５０～８．００m １１７枚

鋼矢板圧入�W型（ノン・ステージング工法）

L＝７．５０～８．００m ７８２枚

２．現場における問題点

鋼矢板打設区間は民家に（最小離隔距離０．１０m）

近い為、振動・騒音低減対策工法が求められた。

３．ノン・ステージング工法の問題点

この工法は一般的に図―２、写真―１に示すように

矢板の天端に搬送機を取付けて矢板を搬入するため、

以下のような問題がある。

� 民家の側で施工する場合、矢板の天端が民家の

高さに近い場合、搬送時の騒音・振動が発生する。

� 高所で作業となるため、矢板や作業員の落下な

ど墜落災害の危険がある。
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図―１ 従来工法とノン・ステージング工法との比

較図
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４．工夫・改善点

今回の現場では写真―２及び図―３に示すように搬

送機を水路予定箇所にすることで前述の問題が解決

できると考えた。

図―３ 変更後の搬送機配置図

図―２ 当初機械配置図

写真―１ 当初搬送機施工中 写真―３ 着工前

写真―２ 変更後の搬送機施工中

写真―４ 施工中

－４０３－



５．効果

施工中騒音・振動を計測した結果、工夫・改善し

た方が２０～３０％程度低減された。

また施工中無災害で完工することができ、近隣住

宅からの苦情もなく本工事を完了することができた

（写真―３、―４、―５）。

６．適用条件

今後本工事を適用するに当たり以下の事が必要条

件となる。

重量は５枚で２．４tあるので、水路底版がその荷

重に耐えられる地帯力が得られる地盤であること。

水路底版部に障害物がないこと。幅が１m以上あ

ること。

写真―５ 竣工全景
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